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《巻頭言》
駿台史学会50周年特集号について
駿台史学会50周年企画委員会
　　　　委員長石川日出志
　駿台史学会が2001年をもって創立満50周年を迎えたことを承けて，同年秋のll月17・18
日に記念大会を開催した。本号はその記念講演会とシンポジウムを収録した記念特別号である。
　創立50周年というのは，1951年3月に「駿台史学』第1冊が刊行され，同年11月に創立
総会が開催されたことを始点とする。1949年に新制大学制度による文学部史学科に日本史学・
東洋史学・西洋史学・地理学の4専攻が置かれ，次いで翌1950年には史学科を史学地理学科
と改称するとともに考古学専攻が増設され，1951年3月には第1期卒業生が誕生した。その
第1期卒業生となる福田榮次郎・池田信興（日本史学），阿部英雄（東洋史学），大塚初重（考
古学），中村静夫（地理学）の各氏ら学部4年生が，是非とも史学地理学科の学術雑誌が欲し
いとして教授陣の協力を取り付け，1950年度の学生会費の全てを雑誌発行費にあてて実現し
たのが創刊号，全163ページである。1953年3月の3号まで発行が史学地理学会（学生会）
であったのはこうした経緯による。翌年の4号から駿台史学会発行となり，大学から助成金は
支出されたが，なお不足なために駿台史学会から補助金を出して何とか刊行にこぎ着けたとい
う。学生主導による創立というのはいかにも駿台史学会らしいところで，以来50年，史学地
理学科卒業生を主としながらも明治大学内外各方面にわたる会員523名（2001年11月16日
現在）を擁する全国学会として今日に至っている。
　50周年を迎える2001年は，言うまでもなく21世紀の幕開けの年であり，これまでの駿台
史学会50年の歩みを確かめ，さらにこれからの道筋を探るような記念行事をもとう，という
意見が1998年ごろから出てきた。そこで駿台史学会50周年企画委員会が設置されて，1999
年6月4日以後何回か検討会をもち，2001年11月17日・18日に50周年記念大会〈駿台史学
会の50年とこれから〉を次のように開催することとした。
　11月17日（土）
　　　10：00～12：30自由論題研究発表　　　　　　　　　（リバティータワー1096教室）
　　　14：00～15：00総会　　　　　　　　　　　　　　　（リバティータワー1096教室）
　　　15：00～17：3050周年記念講演会〈駿台史学会の過去・現在・未来〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（リバティータワー1096教室）
　　　18：00～19：30大懇親会　　　　　　　　　　　　　　　　（大学会館8階大会議室）
　11月18日（B）50周年記念シンポジウム
　　　10：00～16：40シンポジウム〈村落史研究一歴史の基層一〉（リバティータワー1096教室）
　　　10：00～16：00シンポジウム〈出土文字資料研究の現在〉　（リバティータワー1011教室）
　　　13：00～16：00シンポジウム〈黒耀石と人類史〉　　　　　（リバティータワー1012教室）
　当日の発表要旨はすでに「駿台史学」第115号に収録してある。本号では50周年記念講演
会以下の事業を収録して50周年特別号とした。
　記念講演会は，木村礎（日本史学）・神田信夫（東洋史学）・阪東宏（西洋史学）・大塚初重
（考古学）・石井素介（地理学）の各先生にお願いした。このうち木村先生と神田先生は1949
年4月の新制文学部発足時にそれぞれ助手・助教授として着任されたし，大塚先生は第1期
の卒業生である。阪東先生は1970年，石井先生は1956年に明治大学に着任されている。いず
れもご自身のご研究や駿台史学会・各専攻の来たりし道のことどもをじつに楽しくお話し頂い
た。ご講演を拝聴した楽しい思いをそのまま引き継ぐようにして「大懇親会」を開催し，例年
にほぼ倍する99名の参加者を得て盛会裡に進めることができた。
　第2日目の3シンポジウムは，駿台史学会を構成する複数の分野を横断する企画を立てるこ
ととした。〈村落史研究一歴史の基層一〉は，木村礎先生を中心として『駿台史学」で5回
（第27・31・50・56・90号）に亙って特集号を組んだほど，継続的に取り組んできたテーマで
ある村落史研究を，現在の位置からその歩みを総括し，今後の課題を整理する試みである。日
本史学・東洋史学・地理学分野が共同で取り組み，事前に6回の準備会（事前発表会）をもっ
て当日に臨んだ。またく出土文字資料研究の現在〉は，戦後新たに出現した古代史資料群のう
ち墨書土器に焦点を当てて，都城から東国の村落域までの出土事例を点検し，問題点の整理を
行うものである。吉村武彦先生を代表とする科学研究費課題の成果による新しい研究方向の提
示であり，日本史学の古代史と考古学分野との共同企画である。〈黒耀石と人類史〉は，近年
文学部に文化財分析装置が設置され，また2001年に学術フロンティア事業として明治大学黒
耀石研究センターが長野県長門町に設立されたことを承けて設けたものである。従来から旧石
器時代考古学では黒耀石製石器群に注視した研究の蓄積はあったが，縄文・弥生時代も加わり，
新たに地質学や諸分析化学との共同研究としての黒耀石研究が進行してきており，その将来展
望を語らう場とした。（このほか，都市研究などを主眼とするもう1本のシンポジウムも企画
を進めたが実現には至らなかった。）
　各シンポジウムとも何人もの方々に，企画趣旨にご理解を頂いてご多忙のなかを遠隔地から
お出で願い，ご発表いただいた。学内事情の余波を受けて教室確保ができず，大会日程の最終
決定が9か月前であったことや，前後の準備・連絡の不備から，多大なご迷惑をおかけしなが
ら実現した大会であったし，この特集号である。お詫びと御礼とを申し上げたい。また，今大
会は「文学部阿部英雄基金」の助成を受けて開催したが，阿部氏は『駿台史学』創刊に尽力され
たお一人で，例年にも増して華やかな生花をお贈りいただき，大会に彩りを添えていただいた。
心より感謝の意を表したいと思います。
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